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１．ｐ１６陽性中咽頭局平上皮癌の治療戦略の最適化
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＜概要＞

この研究は、頭頭部悪性腫蕩全国登録のデータを用いて、ｐ１６陽性のヒトパピ□－マウイル

ス（ＨＰＶ）関連中咽頭局平上皮癌の最適な治療戦略を分析したものです。２０１１年から２０１４

年に治療を受けた患者６８８人のデータを基に検討されました。結果として、ＴＩ－Ｔ２ＮＯの患

者は放射線療法単独でも化学放射線療法（ＣＣＲＴ）と同じ生存率を示しました。また、ステ

ージ１‐１１の患者では、高用量シスプラチン（１６０ｍ９／ｍ２以上）を用いたＣＣＲＴが、低用量

の治療よりも生存率が高いことが分かりました。この研究は、患者の負担を軽減しながら効

果的な治療を選択するための重要な知見を提供しています。

２． 中咽頭・下咽頭・声門上馬平上皮癌に対する経口□ポット手術と非□ポット手術の治療
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＜概要＞

この研究は、頭頭部悪性腫蕩全国登録のデータを用いて、中咽頭・下咽頭・声門上部の扇平

上皮癌に対する経口□ポット手術 （ＴＯＲＳ） と非□ポット手術の治療成績を比較したもので

す。分析の結果、ＴＯＲＳを受けた患者は、非□ポット手術を受けた患者よりも病変の残存率



（切除断端陽性）が少ないことが分かりました。また、ＴＯＲＳを受けた患者は術後の追加治

療を必要とする割合も低い傾向がありました。特に中咽頭癌の患者では、ＴＯＲＳを受けるこ

とで手術後の病変残存率が低下し、追加治療を回避できる可能性が示されました。この研究

は、ＴＯＲＳが非□ポット手術よりも有利な選択肢となる可能性を示唆しており、今後の治療

指針に役立つ重要な知見を提供しています。

３． Ｔ３－Ｔ４ＮＯ喉頭癌に対する選択的頚部郭清
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＜概要＞

この研究は、頭頭部悪性腫蕩全国登録のデータを用いて、進行した喉頭癌（Ｔ３－Ｔ４ＮＯ）の手

術における選択的頭部郭清（ＥＮＤ）の意義を検討したものです。２０１１年から２０１８年に治

療を受けたし２１８人の患者のデータを分析しました。結果として、８０歳以上の高齢者では

ＥＮＤ が省略される傾向がありましたが、リンパ節転移の発生率は年齢による大きな差はあ

りませんでした。 また、 生存率や再発率に関して、ＥＮＤ を行うかどうかは決定的な影響を

与えないことが示されました。高齢者ではＥＮＤを省略して手術時間を短縮することが考慮

されるべきであるという重要な知見が得られました。

４． 若年成人と高齢成人の舌局平上皮癌における生存率の比較
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＜概要＞



この研究は、頭頭部悪性腫蕩全国登録のデータを用いて、若年層（ＡＹＡ世代）の舌局平上皮

癌患者の予後を、 高齢者と比較したものです。２０１１年から２０１４年に診断された２２２１人

の患者のデータを分析した結果、ＡＹＡ世代の患者は高齢者よりも生存率が高いことが分か

りました。また、ＡＹＡ世代では女性の割合が高い傾向がありました。特に、疾患特異的生存

率と全生存率の両方がＡＹＡ世代で有意に高かったことが確認されました。この研究は、若

年患者の予後についての不安を軽減し、治療選択の参考となる貴重な情報を提供しています。

５． 日本における上咽頭癌に対する根治的放射線療法
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＜概要＞

この研究は、頭頭部悪性腫蕩全国登録のデータを用いて、上咽頭癌の患者が放射線療法を受

けた場合の予後を分析したものです。２０１１年から２０１４年に診断された７４１人の患者の

うち、４５７人が研究対象となりました。 調査の結果、５年間の生存率は全体で約７２％、 病

期によって異なり、ステージ１では最も高く約８３％、ステージＩＶＡでは約５１％でした。ま

た、病気が進行せずに生存できた割合（無増悪生存率）は約５８％でした。 この全国規模の

調査により、上咽頭癌の放射線治療の成果が良好であることが示され、今後の治療指針の基

礎となる貴重なデータが得られました。

６． 高齢者の局所進行頭頚部癌に対する化学療法併用または単独の放射線療法
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＜概要＞

この研究は、頭頭部悪性腫蕩全国登録のデータを用いて、高齢者の頭頭部癌に対する放射線

療法と化学放射線療法 （ＣＲＴ） の有効性を比較したものです。 分析の結果、７５歳以上の患

者では、 ＣＲＴ を受けた方が全生存率が高いことが分かりましたが、病気の進行を防ぐ割合

（無増悪生存率） には大きな差はありませんでした。 また、 高齢者ではＣＲＴの追加効果が

限定的であり、その有効性には不確実性が残ることが示されました。このため、今後さらな

る研究が必要であり、高齢者の治療選択について慎重に検討することが重要だと考えられま

す。

７．Ｔ２ＮＯ声門局平上皮癌患者に対する経口抗がん剤併用放射線療法の臨床的利点
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＜概要＞

この研究は、早期の声門癌（Ｔ２ＮＯ） の治療において、放射線療法（ＲＴ） と化学放射線療法

（ＣＲＴ） の効果を比較したものです。 特に、 経口抗がん剤を使ったＣＲＴがＲＴ単独よりも

局所制御率や無増悪生存率を改善することが分かりました。また、点滴によるＣＲＴもＲＴに

比べて無増悪生存率を向上させました。これは、喉頭を温存しながら病気をより効果的に治

療できる可能性を示しています。将来的に、経口抗がん剤を活用した治療法がさらに研究さ

れるべきであると結論づけられました。

８．Ｔ４ａＭＯ下咽頭偏平上皮癌に対する咽頭喉頭全摘出術の生存率の優位性
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＜概要＞

この研究は、進行した下咽頭局平上皮癌（Ｔ４ａＭＯ）の患者において、咽頭喉頭全摘出術（ＴＰＬ）

と化学放射線療法（ＣＲＴ）のどちらが生存率を高めるかを全国規模のデータを用いて分析し

たものです。２０１１年から２０１５年に診断された患者のデータを解析した結果、手術（ＴＰＬ）

を受けた患者は、ＣＲＴを受けた患者よりも疾患特異的生存率および全生存率が有意に高い

ことが分かりました。 これにより、Ｔ４ａＭＯの下咽頭癌の治療において、 手術がより良い予

後をもたらす可能性があることが示されました。

９． 頭頭部肉腫の組織型別での治療成績
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＜概要＞

この研究は、頭頭部悪性腫蕩全国登録を活用して、頭頭部肉腫の疫学や臨床的特徴、治療成

績を分析したものです。最も多い組織型は横紋筋肉腫、骨肉腫、軟骨肉腫、平滑筋肉腫、脂

肪肉腫であり、主な発生部位は鼻腔や副鼻腔でした。特に、横紋筋肉腫と血管肉腫は頭部リ

ンパ節への転移リスクが高いことが分かりました。全体の３年生存率は約 ７５％でしたが、

未分化多形肉腫や平滑筋肉腫などの一部の組織型では生存率が低く、局所制御が困難である

ことが示されました。この研究は、頭頭部肉腫の治療方針の確立に役立つ重要な知見を提供

しています。

１０．日本の頭頭部悪性腫癌全国登録
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＜概要＞

この研究は、頭頭部悪性腫蕩全国登録の概要につし、てまとめたものです。２０１２年に登録方

法の見直しを行い、未治療で確定診断された頭頭部の悪性腫癌患者の情報を収集してします。

登録対象は口腔、喉頭、咽咽頭、中咽頭、上咽頭、鼻腔、副鼻腔、大唾液腺、原発不明癌の

頭部リンパ節転移など幅広い領域に及びます。２０２４年６月時点で１５万人以上の患者が登

録されており、そのデータをもとに重要な研究成果が発表されてし味す。この全国規模の登録システ

ムは、頭頭部癌の疫学や治療戦略の理解を深めるのに貢献していると考えられます。

１１．進行咽咽頭局平上皮癌患者の化学放射線療法および咽頭喉頭全摘出術の生存率
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Ｈｅａｄ Ｎｅｃｋｌｎ Ｐｒｅｓｓ．

＜概要＞

この研究は、進行した咽咽頭癌の治療法につし、て、手術 （咽頭喉頭全摘出術）と化学放射線

療法 （ＣＲＴ）を比較したものです。分析の結果、 Ｔ４ａの患者では、導入化学療法 （ＩＣＴ）を

先に行うことで生存率や局所再発のリスクが改善されることが分かりました。一方で、ＣＲＴと手術

（ＴＰＬ）を比較すると、どちらも生存率に大きな差はありませんでした。このことから、ＩＣＴや ＣＲＴ

が進行した咽咽頭癌の有効な治療選択肢になる可能性があると示唆されてし、ます。つまり、手術

をしなくても生存率が保たれる治療方法があるかもしれなし、とし、う重要な研究です。

１２．日本における下咽頭癌・喉頭癌に対する経口的手術の現状と治療成績

Ａｒａｋｉ，Ｋ，，ｅｔａｌ．（２０２６）．
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Ａｕｒｉｓ ＮａｓｕｓＬａｒｙｎｘ５３：１８８‐２００，

＜概要＞

この研究は、日本における下咽頭癌・喉頭癌に対する経口的手術の治療成績を全国規模で調

べたものです。日本では遺伝的背景などからこれらの早期癌が多く、２０００年代から独自の複数の

経口的術式が開発されてきました。頭頭部悪性腫癌全国登録を活用して、２０１１年から２０１６年

に治療を受けたし８２５人を解析しました。術式ごとに腫癌の部位や大きさなどの適応に差があり、

５年後にこれらの癌で亡くならずに生存してし、た割合は９７．１％、ほとんどの患者さんは飲込みや発

声などの喉頭機能も良好に維持されてしはした。適切に患者さんを選択することで、良好な治療

成績が得られ、かつ重し、合併症も少ない、負担の少ない治療法であることが示されました。


